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田
中
邦
彦
画
伯
の
懐
か
し
の
風
景
画

史
料
館
副
館
長　

道　

谷　
　
　

卓

史
料
館
で
は
、
御
影
町
石
屋
生
ま
れ
の
田
中
邦
彦
画
伯
の
遺
族
か
ら
、

東
神
戸
の
懐
か
し
い
風
景
を
描
い
た
作
品
を
多
数
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た

の
で
、
二
〇
二
三
年
（
令
和
五
）
十
月
一
日
か
ら
、
企
画
展
と
し
て
「
東

神
戸　

懐
か
し
の
風
景
展
」
を
開
催
し
た
（
十
二
月
三
日
ま
で
）。

田
中
画
伯
は
、
一

九
二
二
年
（
大
正
十

一
）
に
現
在
の
神
戸

市
東
灘
区
御
影
石
町

に
生
ま
れ
、
戦
前
の

旧
制
中
学
時
代
に
美

術
部
で
絵
を
描
き
始

め
た
。
建
設
会
社
勤

務
時
代
も
描
き
続
け

て
、
定
年
後
に
は
バ

イ
ク
に
絵
の
具
を
積

み
、
夏
は
テ
ン
ト
、
冬

は
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル

を
利
用
し
、
日
本
だ

け
で
な
く
海
外
で
も

ス
ケ
ッ
チ
旅
行
を
続
け
、
漁
村
や
街
道
な
ど
失
わ
れ
る
風
景
を
描
き
続
け

た
。
創
造
美
術
協
会
会
員
。
二
〇
〇
七
年
（
平
成
十
九
）
三
月
に
、
八
十

六
歳
で
亡
く
な
っ
た
。

今
回
の
企
画
展
で
は
、
田
中
画
伯
が
描
い
た
数
多
く
の
風
景
画
の
う
ち
、

東
灘
区
を
中
心
に
東
神
戸
の
昭
和
の
古
き
良
き
時
代
を
描
い
た
作
品
を
遺

族
か
ら
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
そ
の
中
か
ら
史
料
館
の
あ
る
深
江

地
区
や
、
画
伯
の
生
ま
れ
た
御
影
を
は
じ
め
、
東
灘
区
か
ら
灘
区
に
か
け

て
の
作
品
を
九
点
、
展
示
し
た
。
こ
の
う
ち
の
一
点
①
一
九
六
二
年
の
深

江
港
は
、
十
月
か
ら
の
企
画
展
に
先
立
ち
、「
ひ
ょ
う
ご
プ
レ
ミ
ア
ム
芸
術

デ
ー
」
に
協
賛
し
て
、
七
月
か
ら
先
行
展
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
一

九
六
二
年
の
深
江
港　

魚
屋
道
起
点
」
は
、
埋
め
立
て
が
始
ま
る
前
の
深

江
の
浜
で
、
漁
業
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
頃
の
様
子
を
描
い
て
い
る
。

十
月
か
ら
の
企
画
展
で
は
、
①
の
ほ
か
、
②
「
深
江
漁
港
と
商
船
大
学

進
徳
丸
」（
東
灘
区
深
江
南
町
五
丁
目
）、
③
「
灘
魚
崎
郷
」（
桜
正
宗
、
一

九
六
二
年
、
同
区
魚
崎
南
町
四
丁
目
）、
④
「
御
影
浜
街
道
」（
同
区
御
影

本
町
六
丁
目
）、
⑤
「
御
影
浜
街
道
」（
同
区
御
影
本
町
八
丁
目
）、
⑥
「
石

屋
川
河
口
」（
泉
勇
之
介
商
店
、
一
九
九
二
年
、
同
区
御
影
石
町
一
丁
目
）、

⑦
「
酒
蔵
」（
白
鶴
酒
造
石
屋
蔵
、
同
区
御
影
石
町
一
丁
目
）、
⑧
「
新
在

家
の
運
河
」（
灘
浜
運
河
、
大
黒
正
宗
、
同
区
御
影
塚
町
一
丁
目
）、
⑨
「
小

泉
製
麻
」（
灘
区
新
在
家
南
町
一
丁
目
）
の
作
品
を
、
史
料
館
一
階
の
季
節

の
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
展
示
し
た
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
絵
の
表
や
裏
に
画

伯
自
ら
タ
イ
ト
ル
と
年
代
を
書
い
た
も
の
と
タ
イ
ト
ル
だ
け
で
年
代
の
書

か
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
り
、
年
代
が
書
か
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て

は
、
少
な
く
と
も
一
九
九
五
年
（
平
成
七
）
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
前

に
描
か
れ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
は
間
違
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

図①　1962年の深江港　魚屋道起点
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そ
れ
で
は
、
②
以
降
の
絵
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
②
「
深
江
漁
港
と

商
船
大
学
進
徳
丸
」
は
、
年
代
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
描
か
れ
た

年
は
不
詳
で
あ
る
。
た
だ
、
進
徳
丸
が
、
旧
神
戸
商
船
大
学
（
現
・
神
戸

大
学
海
洋
政
策
学
部
）
構
内
に
陸
上
船
舶
と
し
て
保
存
さ
れ
た
の
が
一
九

六
七
年
（
昭
和
四
十
二
）
で
あ
る
こ
と
と
、
深
江
浜
の
埋
め
立
て
に
よ
り

最
終
的
に
深
江
の
漁
業
協
同
組
合
が
解
散
さ
れ
た
の
が
一
九
七
二
年
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
②
は
こ
の
間
に
描
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
③
「
灘
魚

崎
郷
」
は
、
灘
五
郷
の
酒
蔵
地
帯
の
う
ち
、
東
郷
と
も
言
わ
れ
る
魚
崎
郷

の
代
表
的
な
蔵
で
あ
る
櫻
正
宗
の
レ
ン
ガ
造
り
の
酒
蔵
（
絵
の
左
端
の
建

物
）
を
描
い
て
い
る
。
一
九
六
二
年
の
年
代
が
入
っ
て
お
り
、
当
時
の
蔵

の
外
観
が
よ
く
わ
か
る
。
こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
酒
蔵
の
建
物
は
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
で
全
て
倒
壊
し
て
し
ま
い
、
酒
蔵
と
し
て
の
再
建
は
な
さ
れ

な
か
っ
た
。

④
か
ら
か
ら
⑦
の
四
点
は
、
画
伯
の
生
ま
れ
た
御
影
を
描
い
た
も
の
だ
。

こ
の
四
枚
は
、
描
か
れ
た
場
所
が
特
定
で
き
る
こ
と
か
ら
、
展
示
で
は
定

点
観
測
が
で
き
る
よ
う
、
現
在
の
現
地
の
写
真
を
あ
わ
せ
て
展
示
し
た
。

④
と
⑤
の
「
御
影
浜
街
道
」
は
描
か
れ
た
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
戦
前

は
本
通
り
と
し
て
呼
ば
れ
て
い
た
旧
御
影
町
の
中
心
的
な
場
所
で
あ
る
。

太
平
洋
戦
争
の
空
襲
か
ら
の
被
害
も
逃
れ
、
江
戸
時
代
以
来
の
古
い
街
道

の
街
並
み
が
残
る
一
角
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
も
一
九
九
五
年
一
月
の
阪
神
・

図②　深江漁港と商船大学進徳丸

図③　灘魚崎郷

図④　御影浜街道（御影本町６丁目）
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淡
路
大
震
災
で
街
並
み
が
倒
壊
し
て
し
ま
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
二

枚
の
絵
も
震
災
前
に
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
④
は
今
で
も
、
震
災
前
の

電
柱
と
一
方
通
行
の
道
路
標
識
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
が
、
絵
の
中
央

に
描
か
れ
た
青
果
店
は
、
住
宅
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
⑤
は
現
在
、

新
し
い
家
が
建
ち
並
ん
で
震
災
前
と
は
街
並
み
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
が
、

絵
の
中
央
に
描
か
れ
た
地
蔵
尊
の
祠
は
今
で
も
健
在
で
あ
る
。

⑥
「
石
屋
川
河
口
」
は
一
九
九
二
年
の
作
品
で
、
御
影
郷
の
泉
勇
之
介

商
店
（
一
八
八
二
年
〈
明
治
十
五
〉
創
業
）
の
木
造
蔵
を
描
い
て
い
る
。

こ
の
蔵
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
被
災
・
倒
壊
し
た
御
影
郷
の
酒
蔵
で

倒
壊
を
免
れ
、
震
災
後
も
唯
一
操
業
し
て
い
た
木
造
蔵
だ
が
、
二
〇
一
三

年
に
廃
業
し
、
翌
二
〇
一
四
年
に
取
り
壊
さ
れ
、
現
在
で
は
別
の
建
物
が

建
っ
て
い
る
。
な
お
、
奥
に
見
え
る
赤
い
橋
（
灘
大
橋
）
が
、
同
じ
地
点

だ
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

⑦
「
酒
蔵
」
も
描
か
れ
た
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
前
の
作
品
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
れ
に
は
木
造
の
白
鶴
酒
造

石
屋
蔵
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
蔵
も
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
倒
壊
し

た
。
倒
壊
後
、
建
物
は
撤
去
さ
れ
た
が
、
絵
の
左
下
に
描
か
れ
た
波
返
し

（
か
つ
て
の
砂
浜
の
名
残
）
は
残
っ
て
い
た
。
そ
の
波
返
し
も
二
〇
〇
五
年

に
現
在
の
施
設
を
建
設
す
る
た
め
に
撤
去
さ
れ
た
。
今
は
、
木
造
蔵
の
間

の
道
路
だ
け
が
当
時
の
ま
ま
で
あ
る
。

図⑤　御影浜街道（御影本町８丁目）

図⑥　石屋川河口

図⑦　酒蔵（白鶴酒造石屋蔵）
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⑧
「
新
在
家
の
運
河
」
の
作
品
に
描
か
れ
た
木
造
の
酒
蔵
は
、
大
黒
正

宗
の
銘
柄
で
知
ら
れ
る
安
福
又
四
郎
商
店
の
蔵
で
あ
る
。
こ
の
木
造
蔵
も

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
倒
壊
し
て
お
り
、
描
か
れ
た
年
代
は
不
明
で
あ
る

が
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
前
の
作
品
で
あ
る
。
大
黒
正
宗
は
、
今
で
も
こ

の
場
所
の
一
部
で
日
本
酒
を
販
売
す
る
が
、
蔵
の
建
っ
て
行
っ
た
敷
地
は

商
業
施
設
に
変
わ
っ
て
い
る
。

⑨
「
小
泉
製
麻
」
は
、
一
八
九
〇
年
（
明
治
二
十
三
）
六
月
創
業
の
小

泉
製
麻
株
式
会
社
（
創
業
時
は
有
限
責
任
会
社
都
賀
浜
麻
布
会
社
）
の
本

社
屋
と
し
て
使
用
さ
れ
て
き
た
木
造
二
階
建
て
の
建
物
を
描
い
て
い
る
。

こ
の
建
物
は
そ
の
後
、
一
九
九
一
年
（
平
成
三
）
年
に
商
業
施
設
と
し
て

開
業
し
たR

O
 

K
K

O
23

（
ヴ
ァ

ン
ト
ワ
ァ
）
の
一

部
と
し
て
利
用

さ
れ
た
が
、
こ
れ

も
阪
神
・
淡
路
大

震
災
で
倒
壊
し

て
し
ま
っ
た
。

今
回
の
展
示

で
は
、
画
伯
の

九
点
の
作
品
を

展
示
し
た
が
、

こ
の
ほ
か
に
も

多
く
の
絵
画
を

遺
族
か
ら
寄
贈

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

史
料
館
で
は
、
今
後
、
こ

れ
ら
の
作
品
を
順
次
展
示

し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い

る
。
そ
の
際
、
描
か
れ
た

場
所
と
年
代
が
特
定
で
き

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
現

在
の
様
子
を
写
真
に
撮

り
、
定
点
観
測
が
で
き
る

よ
う
な
展
示
を
行
う
予
定

で
あ
る
。

◆
研
究
員
の
水
口
千
里
さ
ん
死
去　

水
口
千
里
さ
ん
が
二
〇
二
三
年
六

月
二
日
病
気
の
た
め
死
去
し
た
。
水
口
さ
ん
は
民
俗
学
専
攻
。『
本
庄
村
史

　

地
理
編
・
民
俗
編
』（
二
〇
〇
四
年
）
の
「
神
戸
深
江
生
活
文
化
史
料
館

に
つ
い
て
」
を
執
筆
、
資
料
の
概
要
や
展
示
解
説
、
史
料
館
の
今
後
の
展

望
を
示
し
た
。
ま
た
史
料
館
の
展
示
解
説
『
ま
ち
の
歴
史
と
く
ら
し
』（
二

〇
〇
五
年
）
も
中
心
に
な
っ
て
編
纂
し
た
。

図⑧　新在家の運河

図⑨　小泉製麻（旧本社）
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